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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・5月20日頃より、田面木地区で熊の目撃が相次いでいる。駐車場だけでなく、敷地内の何処でも遭遇の危険がある為、以下の点に注意して行動すること。

①遠くで見たら、そっとその場から離れて、すぐに通報する。

②いきなり背を向けて逃げると追い掛けてきて襲われる為、近くで遭遇したら、目を離さず騒がず、その場を動かないか、ゆっくり後ろへ下がって距離を置く。

③熊がその場を離れたら、ゆっくり逆の方へ逃れて、すぐに通報する。

・5月31日（火）までに各担当利用者様分の生年月日を入力すること。

・6月1日（水）八戸短期大学の看護学生が5名実習予定。

・6月2日（木）千葉学園の看護学生が6名実習予定。

・月報は6月2日（木）17：00まで提出すること。
・6月3日(金)までに行動観察メモを提出すること。

・根地戸　恵様～5月31日退院後、デイケア利用を再開予定。詳細について確認していく。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～5月25日定期訪問実施。体調を確認すると、鼻の傷は良くなってきているとのこと。昨日はデイケアへ行ってきたが、夜に頭痛があり、頓服薬を服用。今朝は良くなったとのことで、自身で対処出来ていることを評価している。定期外来受診では、得に変わりなかったとのこと。歯科治療について、グラグラしている歯があるため、良く噛むことが出来ないと話しており、次回は5月30、31日に歯科受診予定とのこと。食事はお粥を買ったり、柔らかめに米を炊いて食べていると話す。先日、台所の布巾掛けが壊れたことで、弟様が来て新しいものを取り付けてくれたとのこと。取り付け後はすぐに帰ってしまい話が出来なかったと残念そうに話している。心配事がある際はいつでもオンコールに電話して欲しい旨伝えている。

・我満　奈津紀様～5月25日、息を切らして来所している。今月中に学校への追加の料金を支払うようにというお知らせが届いたとのこと。支払いが出来ないと退学になると書いてあった為、どこから工面するか焦っていると話している。工面として、2万円は仕事先から前借し、5万円は父親から出してもらうことにし、支払いを行うと報告している。

・大久保　恒夫様～5月26日定期訪問実施。訪問時は表情の硬さがあり、体調は「今は朝昼晩って薬飲んでいるから大丈夫だけども」と話している。引越しについて早く行いたいとのだが、青明舎スタッフから7月まで様子をみるよう言われた為、7月までは様子を見ると話し、それまでは青明舎にも引越しまでの準備等で協力して欲しいと希望している。もし7月を過ぎても話が進まないようであれば、周囲の協力関係なく、自分たちで勝手に引越しを進めるつもりであると話している。また、居間のクロスは張り替えなければいけないため、業者に依頼するとのこと。クロスに関しては自然的な汚れ以外は、全額自己負担となっており費用は問題ないとのこと。青明舎でも出来るところは協力していくこと伝え、何かあれば連絡すること伝えている。時間経過につれ、表情も穏やかとなっており、毎日のように買い物はしているが経済的には大丈夫と話している。

・大久保　律子様～5月26日定期訪問実施。表情良く過ごしており、体調について「良いよ」とのこと。本人は引越しを早くしたい気持ちがあるとのことだが、夫様から「簡単に考えているけど、市営住宅から出て行くのは入るときよりも大変なんだよ」と説明されている。スタッフへ2週間分のレシートを見せており確認。毎日のように食糧、飲料を購入しているが、金銭的には範囲内で遣り繰り出来ているとのこと。買い物等に関して、夫様の体調も考えて協力しているが、あまり動きすぎると眼球上転してしまうため今は夫様が行っている割合が高いとのこと。無理せず協力して行うよう伝えている。

＜グループホーム利用者様情報＞

・田中　一　様　～減薬後1週間様子を見ていたが、中途覚醒や睡眠の質が悪いなど、眠れていないと報告している。スタッフから、気温等環境面からの影響はないか確認すると、本人は薬が原因と話している。上記件は担当医に相談するよう伝えている。

・関　秀治　様　～5月30日、サービス受給者証の更新の為、自身で十和田市役所へ行っている。

・中村　茂　様　～5月26日、本人、妹様、グループホームスタッフと面談を実施。冷蔵庫に何も入っていなくても買い物に行けないことや、食欲がないから食べたくないと自身で買い物に行かないことが増えてきている。その件について、今まではグループホームで代行することが多かったが、グループホームでの支援を超えていることを妹様に相談。妹様に月2回程度買出ししていただくことを依頼し、その他の週はスタッフが同行することや本人に行ってもらうようにし対応することとしている。移山寮の三浦氏から紹介された高松病院の介護包括型グループホームについて妹様へ紹介しており、「この先を考えればわるくはないのかな」と返答。具体的に入居を考える際には、外来受診時に妹様に同行受診してもらい、担当医に相談してほしいことを依頼している。

・淡路智恵子　様～5月26日、本人、姉様、グループホームスタッフ2名で面談を実施。保護者を妹様にして欲しいと希望しているが、妹様は生活保護で保護者にはなれない為、今まで通り姉様が保護者となっている。面談前日、本人より「通帳を姉に返して姉に管理してもらいたい」と希望があり、その件について本人から姉様に説明。通帳は姉様が管理し、2ヶ月に1回14万5千円を姉様から本人へ渡すこととしている。残金については、本人のために姉様が貯金していくとのこと。また、食事をおにぎりのみ食べて節約している等、姉様から食事への心配が聞かれており、本人から7月からデイケアにて食事を注文して食べていきたいとの希望が聞かれている。食事注文に合わせ、今までよりも5千円多い金額を姉様から本人へ渡すこととしているが、毎日注文する場合は不足している為、残金や渡す金額を増やせるのかを姉様へ確認していく。

妹様の件については、宗教への勧誘やお金の心配があり、姉様は今まで宗教の勧誘や暴力があった為、保護者を辞めたと話している。本人に妹様から上記のような言動があった際にはすぐ相談し、妹様と会うときにはスタッフに連絡するよう伝えている。

・古舘　ヨリ　様～デイケアやグループホームにてインスリン注射を間違うことが変わらず見られている。最近普段やらないような失敗をすることや、焦って行動しているような様子が見られている為、状況を確認していく。

・繁名　和恵　様～先日薬を飲み間違えることがあったが、問題なく自身で病院に連絡して対処法を確認しており、同様の間違いは見られていない。

＜青陽館利用者様情報＞

・小林　満　様　～9：00に架電あり「いろいろあって休みます」と話している。職員がいろいろとはどのような内容か確認するが「いやー、いろいろです」と言葉を濁している。担当スタッフと話をしたいと希望しており、担当スタッフがまだ来ていない事を伝えると12：00に再度電話をすると話している。その後12：00になるが電話連絡ない為、スタッフから連絡をとると「いやー、すいません」と酔っているような状態で電話に出て、土、日、月と飲酒をした旨を報告している。その為、本日はデイケア欠席となる。

・市澤　信行　様～23日に発熱と全身倦怠感あり、デイケア欠席となっている。スタッフから体調を確認すると、25日には全身から発汗多量、両手の痺れ感、下半身の脱力感、呼吸速拍あり、18：40に友人の送迎で八戸赤十字病院受診。過呼吸と診断され、カリウム不足も指摘されたとのこと。受診後実家に行き、診察日である土曜日まで療養。その後自身のアパートへ戻ったと話している。本日も全身倦怠感が続いているが、デイケアへ来所し利用している。体調悪化時は､無理をせずスタッフへすぐ声を掛けるよう促している。

・齊藤　良宏様　～83歳アルツハイマー型認知症で、主治医よりデイナイトケアの利用を勧められ、日中の活動の場として本日2回目の体験利用となる。午前中は、立ったり座ったりと落ち着きがない様子や時間を気にしている様子が見られている為、引き続き体験利用をしてもらい、今後の利用について検討していく。

＜外来情報＞

・高阪　博英　様～ノックビンを服用して帰っている。

・田中　一　様　～夜の睡眠が2～5時間しか取れていないと話している。担当医より5時間眠れていると考え方を変えてみるよう言われ、ロゼレムが追加処方となっている。本日デポ剤の筋注を実施している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（小林　満様）

実施日：H28年5月30日（月）13：30～14：00
担当チーム：小嶋・馬場・石渡

参加者：石渡、慶長、佐々木、工藤、小嶋

検討内容　治療計画の見直し

	氏名
	小林　満　様
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S55.9.28

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	入院せずに地域生活を送る。裁判の際の情状酌量のために、断酒を継続したい。

	家族希望
	入院せずに自立した生活を送る。

	入院歴
	計7回（最終：H27年9月22日～H28年1月22日）

	通所歴
	2回目

· 今回：H28年1月25日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	なし

	住居：実家
	家族構成：母、兄、妹、甥と同居

母→無職

妹→看護師

兄→船の修理関係

	利用制度
	なし
	
	自立支援医療

	備考：6/29に裁判予定。判決が出た後、収監される予定。前科（窃盗）では実刑7ヶ月であるため、今回はさらに収監期間が長くなる可能性が高い。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し、入院せずに地域生活を送る。
	①断酒のための3本柱を実行する。
	①デイケアでは確実に抗酒剤を服用する。AAに行くための計画をたて、5月から月に1回以上は行く事ができるようになる。
	①-1　デイケアでは確実に抗酒剤を服用することができるように、スタッフの目の前で服用をするように声を掛ける。

①-2　前月にAAに行く日を担当スタッフと話し合って決める。

	
	②利用日は確実にデイケアを利用し、生活リズムを崩さないようにする。
	②他施設を利用していない日は、デイケアに通所する。週末に飲酒状況が悪化する傾向にあるため、週明けは特にデイケアに通所するように気をつける。
	②-1　連続飲酒とならないように、利用日は確実にデイケアに通所する。欠席した際は、理由をきちんと聞く。

②-2　週末の飲酒状況を確認し、再度断酒を始める事が出来るように具体的な計画を本人と話し合って決める。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケアでは確実に抗酒剤を服用する。AAに行くための計画をたて、5月から月に1回以上は行く事ができるようになる。
	5月はデイケアで抗酒剤を「家で飲んできた」ことを理由に服用しないことがある。スタッフとの約束で、家で服用したとしてもデイケアでも服用すると約束しているが守る事が出来ていない。

AAに関しては、当日になって行かないことや送迎を理由に行かない事が続き、計画を立てても実行できない事が続いている。
	「家で服用した」と言う事があるため、断酒の継続のためにも、確実にデイケアで抗う酒剤を飲む事が必要。

	②利用日は確実にデイケアを利用し、生活リズムを崩さないようにする。
	茶居花を利用予定としていたが、飲酒のため利用中止となり、デイケアを週5回利用予定となっている。裁判の手続き以外で、飲酒によってデイケアを欠席する事がある。
	週末に飲酒をする傾向が見受けられる為、月曜日は確実にデイケアを利用するようにする。月曜日欠席した際は、電話で本人に週末の状況や現在の様子について聞いて確認をしていくこととする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し、入院せずに地域生活を送る。
	①断酒のための3本柱を実行する。
	①デイケアでは確実に抗酒剤を服用する。
	①-1　「家で飲んできた」と理由を述べても、デイケア利用日は、デイケアで抗酒剤を服用するように声を掛ける。

①-2　週末の飲酒状況について確認をする。

	
	②利用日は確実にデイケアを利用し、生活リズムを崩さないようにする。
	②週末の飲酒に気を付ける。月曜日は特にデイケアを利用し、生活リズムの立て直しを週始めに行う。
	②週末に飲酒する傾向があるため、月曜日は確実にデイケアを利用する。欠席した際は、電話で本人と週末の状況や現在の状況を確認し、デイケア利用のモチベーションを維持する。


